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景気動向、業界動向、環境変化に関する意見多数

～都内中小企業の景況調査の自由意見欄から～

－東京都産業労働局－

東京都では毎月、中小企業の景況について調査を実施している。このほ

ど発表された11月調査では、景況については「連続悪化に歯止め。わずか

に持ち直す」とし今後の見通しについては「慎重な見方続く」としている

状況。調査票の自由意見欄に意見を寄せた234企業の内容を見ると、全体

では景気動向、業界動向、環境変化に関する意見が多く、また、今回の特

徴としては原材料の価格上昇に関する意見が多いことがあげられる。

自由意見欄の内容から特徴的なものを紹介する。

q業界動向・環境変化について

●　見積競争による単価下落が年々目立

ってきています。 （軽印刷業）

●　印刷業者の中でも中小企業の廃業が

増えつつある。受注は増えるはずだが、

一方で企業各社は印刷機を増やして自

社内で印刷を行うため、需要は激減す

る一方である。 （一般印刷業）

●　日本そば屋への販売が多いが、昨今

廃業などで閉店するところが多くなっ

ており、また、食品の多様化によるそ

ば屋自体の売上の伸び悩み等により、

販売実績が落ち込んでいる。

（乾物・加工食品卸売業）

●　所属しているカメラ店組合の組合員

に転廃業が続き、1,800店から500店に

激減。デジタル化が急速に進んでいる

が、投資が高額でとても続けられない。

（カメラ小売業）

●　建設コンサルタント・土木設計業界

も大手集約になりつつありそうです。

当社の元請も業務量が減少し、社内消

化の傾向です。ますます当社への業務

が減ってきています。

（土木建築サービス業）

w景気動向について

●　今年一年は業績不振による専門小売

店の廃業等が多く目立つ。今後ますま

す商店街での消費者離れが増し、灯が
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消えていくとの不安の声が多い。

（パン・菓子卸売業）

●　当社は婦人服の卸業ですが、お得意

先の小売店、特に路面店の人通りが少

なく、売れ行きの悪さから廃業される

店が多く本当に困っております。商店

街に昔のような賑わいを取り戻してほ

しい。 （婦人・子供服卸売業）

●　相変わらず運送部分へのしわ寄せ

（割引・値引等）がきている。

（道路貨物運送業）

e海外企業との競争の影響等について

●　我々職人が苦心して「良いデザイン

を」と加工をして見本を作ったものを、

日本の業者が中国や台湾に持って行

き、質は劣るものの、その見本と似た

ものを安い工賃で作り、それを日本で

安く売ってしまうと、我々は値段で負

けて仕事が無くなり、廃業に追い込ま

れてしまう。 （装身具製造業）

●　海外諸国（特にアジア諸国）との競

争が始まっていますが、徐々に厳しさ

が表面化してきています。コスト面で

はたち打ちできないので「せめて品質

面で」と考えていますが、属人的要素

が大きいので難しいところがありま

す。 （ソフトウェア業）

r資金・金融機関等について

●　保証協会の審査が厳しく、融資が思

うようにいきません。 （家具製造業）

●　金融機関の新商品も多く出て、借入

れについては緩和されているが、利息

が５％前後と高めになっている。また

10％を超える商品も多数ある。利息の

安いものは保証協会付で条件も多く、

協会の姿勢はいまだ厳しい。

（製本業）

●　都市銀行が融資の基準を厳格化して

いるようで、返済は進んでいるのに、

新規の借入れに応じようとしないので

苦慮している。数字だけで判断し、話

を聞いてくれない状況である。

（鋲螺卸売業）

t経営上の課題・経営姿勢について

●　秋口は毎年売上げが落ち込むが、今

期は年末から受注増加に向かう予定で

す。経営課題は、現状社員の能力向上

と生産部門のパート化をあげていま

す。 （染色整理業）

●　収支ギリギリで、その対策として経

費節減を続けてきたため、企画等、付

加価値を生み出す部門が弱くなり、競

争力がそがれ苦しんでいます。

（靴卸売業）

y原油・原材料の値上がりについて

●　原材料（白板紙、洋紙）の値上がり
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が製品価格に転嫁できない。製紙メー

カーの倒産、合併により共同値上げを

実施され、国際価格の30～40％高の

価格となっている。（紙製容器製造業）

●　原油・エチレンの値上がりで材料

（プラスチック原料）が３、７、10、

12月と４次の値上にもかかわらず、売

値が上がらず苦慮しています。

（プラスチック・ガラス製造業）

uその他 天候の影響、法律・税制

の影響等

●　社会保険料と産廃費の上昇、二つの

問題が、本業以外では大きい。

（工業用ゴム・セメント製造業）

●　青果卸業は台風と長雨による悪影響

から商品価格が高騰し、資金繰りに大

きな影響があった。商品不足は来春ま

で続きそうである。

（青果・果実卸売業）

●　鳥インフルエンザの影響からくる羽

毛製品安と、暖冬で物が売れず、厳し

い状況です。 （寝具小売業）

スポットＮＥＷＳ

「決算実務講習会」開催のご案内

定員迫る！２月14日と３月３日の両日、銀座で

－東京都中央会－

東京都中小企業団体中央会では、「決算実務講習会」を下記のとおり開催いたし
ます。受講料は１人２千円です。申し込みの締切は平成17年２月４日（金）です
が、定員（両日とも80名）に達し次第締め切らせていただきます。ご希望の方は、
お早めにお申し込み下さい。詳しくは、別送の案内文書をご覧下さい。
相談日時
開催日時・場所 第１回：平成17年２月14日b 10時から17時まで

「畜産会館・８階会議室」中央区銀座4-9-2
第２回：平成17年３月３日e 10時から17時まで
「東京都中小企業会館・９階講堂」中央区銀座2-10-18

テ　　ー　　マ 「組合の決算手続き」、「組合税務申告書作成のポイント」
※テーマは、第１回・第２回とも共通です。

お問い合わせ先 東京都中央会　振興課　Tel 03（3542）0040（直通）


